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1. はじめに

本セッションは、デジタルサイネージとインタ

ラクション研究委員会が担当するセッションであ

るが、セッションのテーマは、「地域コミュニティ

の活性化と異文化コミュニケーション」というタ

イトルで若干趣を異にする。当初は、大形ディス

プレイを活用する広告媒体としてのデジタルサイ

ネージと視聴者、顧客とのインタラクション、

CRMなどを包含するシステムモデルとその要素技

術、ビジネスモデル・サービスモデルの検討を目

指していたのであるが[1]、インタラクションの意

義を広義に理解・分析する過程で、より広範な社

会の問題に視野を広げるようになった[2]。その結

果、日本の社会の問題を広範に捉え、少子高齢

化、省資源・省エネルギ、地域の過疎化、人材育

成といった幅広い問題を、デジタルサイネージを

包含する情報表示デバイス、さらにその情報自体

を扱うIT技術が解決すべき課題の方向性・可能性

を扱うようになり[3]、今回のような社会文化的な

テーマを扱うようになった。

本講演では、上記のような経緯を辿って設定さ

れたセッションテーマ、「地域コミュニティの活性

化と異文化コミュニケーション」のより具体的な

背景と趣旨を説明する。2章では本学会を含む技術

系の研究者が取り組んでいる情報技術（IT）を異

文化交流という長期的視点で歴史的に把握・考察

する。端的にはITはコンシューマの視点からはコ

モディティ化したと位置付けている。要するにか

つての紙や文房具のような情報交換・管理・活用

の便利な道具であり、スマホタブレット、サイ

ネージのようなデバイスで情報は自由にやりとり

できるのである。従って今後社会的に必要とされ

ると考えられる異文化交流や地域発展の観点から

は種々の生活上の便利な道具として活用すること

が重要な鍵となる。3章では、そのような便利な

ITを活用し、グローバル化した社会の問題を共有

し、解決し得るグローバル人材の課題を取りあげ

ると共に、これまでの検討結果を紹介する。さら

に4章では、そのようなグローバル人材が地域コ

ミュニティで活動することにより、グローバルに

提起された問題を新規事業として提起し、ローカ

ルに実践的に解決していく可能性について述べ

る。5章ではコモディティ化したIT技術を新たな発

想で活用するために情報取得する場として異文化

コミュニケーション学会を取りあげ、その活動に

ついて紹介する。6章では、以上の検討内容につい

て考察し、IT技術者が今後活動範囲を拡大する方

向性と適合分野について検討すると共に、画像電

子学会と異文化コミュニケーション学会との連携

の可能性について述べる。

2. コモディティ化した情報通信技術

2.1 ある経験

久しくIT分野で仕事をしてきたが、ネットワー

クインフラとしてのWebの君臨と、情報ツールとし

てのスマホやタブレットPC、デジタルTV放送やデ

ジタルサイネージ分野における大形ディスプレイ

の普及を通じて、ITのコモディティ化が達成され

たという印象が強い。その実感はジャストシステ

ムにおけるxfy for XBRLの開発に関わった際の印

象に基づいている[4]。

xfyは1997年にW3Cにより標準化されたXMLの

特徴・機能を最大限に発揮可能なプラットフォー

ムであった。特に文字、図形、画像、数式、帳票

などの情報要素をXML標準に基づいて構造化し、

ページレイアウトして文書体系を構築する複合文

書（Compound Document）のプラットフォーム

であった。しかもその複合文書の枠組みは、W3C

のCDF（CompoundDocumentFormat）ワーキン

ググループによる標準に準拠するというXMLベー

スのコンポーネントウエアであり、各種分野で標

準化が進展しつつあるXMLフォーマットに基づく
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データをビジネス文書に採り入れることを目指す

ものであった。

しかし技術的に優れた製品が必ずしもビジネス

として成功する訳ではない。OMGのビジネスオブ

ジェクトの標準化に際して、CORBAファシリティ

における複合文書でも類似の経験をしている[5]。

この場合は、複合文書としてのアップルのOpen-

DOCが普及できなかったことに起因した。マイク

ロソフトのMS Wordに実装されたOLE（Object

Linking & Embedding）の普及でOpenDOCが市

場に参入する余地は無かった。OMGの複合文書

は、CORBAオブジェクトをコンポーネントとする

コンポーネントウエアであったが、OMGにおける

複合文書の失敗は分散オブジェクトとしてのCOR-

BAの失敗でもあった。

2.2 複合文書におけるコンポーネントウエア

の標準化

だが、コンポーネントウエアとしての複合文書

は、Lisp言語をベースとするDTPシステムであっ

たInterleaf5で成功裏に実現していた。その際のコ

ンポーネントは、Interleaf Lispによる関数（メ

ソッド呼出）であったが、その開発はレイヤー

ド・アプリケーションという名称で利用者に公開

されていた[6]。従って複合文書の標準化の歴史

は、コンポーネントとしての標準化された機能部

品の歴史でもある。Interleaf5におけるLisp関数

が、OMGではCORBAオブジェクトになり、W3C

ではXMLになったということである。W3Cにおけ

るCDFワーキンググループの成果は、そっくり

Webの最新インフラ環境であるHTML5に引き継が

れた。従って現在のWebは、XMLによる複合文書

としての側面を具備しているのである[7]。

2.3 Web上のコモディティとしての情報処理

コンポーネント

現在のWebは、種々のアプリケーションプログ

ラムの開発環境であり実行環境でもある。開発は

PCで行われ主たる実行環境はスマホやタブレット

PC、液晶スクリーンなどの画面環境である。さら

に最近は、M2M・IoTの進展で、センサー環境や

アクチュエータ環境までがWebとしての複合文書環

境に包含されつつある。

個人や組織における欲求を包含する社会的な

ニーズの大半は、Webの処理コンポーネントとして

の既存のIT技術の組み合わせで実現可能になっ

た。現状の日本の少子高齢化の問題、医療介護の

問題、省資源・省エネルギの問題などで、要求さ

れるIT技術は既に手中にあり、それらの組み合わ

せや標準化が社会的な付加価値を高める課題に

なっている。

そのようなことから、今後の研究・開発領域

は、他の先端分野との学際的なコラボレーション

であり、教育・訓練を通じた人材育成も、そのよ

うな観点からなされることが期待される。ITはコ

モディティであるが故に、学際的なコラボレー

ションにとっては必要不可欠な道具であり、その

観点からの活用が付加価値を生むテーマになる。

そのように考えると、現状の情報技術分野におけ

る研究・教育のあり方は見直されることが必要で

あろう。高等教育におけるアカデミック指向から

職業教育指向が語られるが、職業教育よりは学際

的な新たな学問分野の構築が重要な課題であろ

う。

3. グローバル人材の課題

3.1 英語教育とリベラルアーツ

日本の国力増進の課題から、グローバル人材の

育成が教育分野の全般で取りあげられている。そ

のためには先ず英語のスキルが必要になるので英

語教育の充実が叫ばれ、企業においても英語スキ

ルを重視する動向が顕在化している。しかし、英

語のスキルがグローバル人材を意味する訳ではな

い。グローバル人材は海外の異文化の人々と情報

交換、情報共有し、価値を創造し共有できる人材

であろう。そこで必要とされるのは、グローバル

なレベルでのコミュニケーション能力ということ

であり、英語はそのための言語インフラでしかな

い。コミュニケーションは意味的な情報発信と情

報理解によりもたらされるので、意味的な内容・

知識やその論理的把握や展開能力が本質である。

さらに人間としてのコミュニケーションであれば

相手への思慮や立場の理解が必要である。その観

点では、ロボットのような硬直した思想・思考で

はなく人間としての自由な思考や議論がコミュニ

ケーションの基本とならねばならない。そのよう

なスキルは、古典的にはリベラルアーツと呼ばれ

る能力であり（図1）、グローバル人材として本質

的に必要とされるものであろう。

3.2 マトリックス履歴書による分析

グローバルなレベルのコミュニケーション能力

という点では、以前新たな社会の設計に貢献した

社会的人材という観点で、ベンジャミンフランク

リンと福澤諭吉を取りあげてマトリックス履歴書

を用いて分析したことがある[8]。この分析から、

社会に貢献し得る人材の資質として、基礎学力、

独立精神、科学的思考、経済学的知識、語学力、

執筆力、情報発信力を抽出した。その後、日本に
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図1 リベラルアーツとしての哲学と自由7科（文
法・論理・修辞・算術・幾何・天文・音楽）を
模した図

おける女性起業家の端緒として、津田梅子、石井

筆子を取りあげ、彼女らのキャリアをやはりマト

リックス履歴書により分析したが、基礎学力、独

立精神、科学的思考、経済学的知識、語学力、執

筆力、情報発信力のスキルがやはり認められた[9]

。さらに、以上の結果、社会的な起業家における

共通の資質としてこれらのスキルが重要と思わ

れ、その獲得が起業家育成の要件となることを提

案した[10]。

なお、津田梅子、石井筆子と同時代に活躍した

女性人材である新島八重について、福島高専コ

ミュニケーション科学科の卒業研究で分析した事

例を本セッションで紹介する[11]。新島八重は福島

県会津の出身であるが、卒業研究を担当した藤茉

理さんも同郷の出身である。

3.3 孤独な群衆における自律型人材

なお、上記の社会的起業家のスキルと異文化交

流者とのスキルにはかなり共通するものがあると

感じられた。そこでその分析を試み、昨年のSIE-

TAR Japanで報告した[12]。その分析には、産業

社会の歴史的プロセスの観点から、D・リースマン

が「孤独な群衆」でモデル化した工業化プロセス

に対する社会的性格の移行を分析手段として適用

した。リースマンの社会的性格に関しては、工業

化以前の伝統指向、工業化途上の内部指向、工業

化後の他人指向による分類が有名だが、社会に貢

献する人材については、適応型、アノミー型、自

律型の分類が重要である。というのは、社会に貢

献する人材の社会的性格は、リースマンの定義か

らすると自律型に他ならないからである[13]。

以前分析した、フランクリン、福澤、梅子、筆

子について、「孤独な群衆」のモデルを当てはめる

と、フランクリンと福澤は伝統指向、明治国家の

梅子と筆子は初期の内部指向に該当すると思われ

た[12]。さらに内部指向としてのデータを積み重ね

るために、第二次大戦前後に活躍した国際人起業

家としての高崎達之助についてマトリックス履歴

書を作成して分析した[14]。

3.4 グローバル人材例としての高崎達之助

高崎達之助は、1962年当時まだ国交を回復して

いなかった日中間の交流を回復させるために、日

中覚え書き貿易を実現させた功労者である。その

発端は、彼の人脈としてつながっていた中国の周

恩来首相との人的なつながりで実現されたもので

あった。彼は東洋製罐の社長であり資本主義陣営

の企業家でありながら、資本主義を認めない共産

主義陣営の周恩来と対話することができた。その

背景には、第二次大戦の敗戦で満州に残された在

留邦人を代表してその帰国交渉を中国・ソ連と行

い、そのリーダーシップが中国の首相であった周

恩来に認められていたからである。第二次大戦前

後における日本人のグローバル人材としては、幣

原喜重郎と吉田茂が挙げられるであろう。幣原は

戦前のワイントン、ロンドン等の軍縮会議で交際

協調に活躍した外交官であると同時に戦後の平和

憲法を制定した当時の首相であった。吉田は幣原

が首相として制定した平和憲法に基づいてサンフ

ランシスコ条約で平和国家としての日本の独立を

実現し、戦後の日本の方向性を決めた人物であ

る。この二人は戦後の日本の方向性を決めたグ

ローバル人材であるが、元々が専門の外交官なの

で、グローバル人材であるのは当然である。高崎

達之助は民間人で学歴も専門学校卒であったが、

当時のグローバル人材の一人であった。そのよう

な人材がどのように育成されたかをマトリックス

履歴書で分析を試みた[14]。

3.5 グローバル人材としての若手起業家

さらに工業化後の他人指向に対応すると思われ

る起業家についても、「起業のリアル」という若手

のインタビューを集めた書籍を通じて分析した。

その結果を表1に示す[15]。

事業分野がテラモーターズ社長の徳重徹を除

き、製造業ではなく、サービス業や時代の先端を
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担う情報通信の活用分野であることが分かる。若

手の起業家にとって、起業できる分野が製造業か

らサービス業へとシフトしていることが分かる。

またここに登場する起業家の殆どは海外活動経験

者でありグローバル人材でもある。

表1 起業のリアルにおける事業分野

氏名 所属 事業分野

森川亮 LINE社長 SNS

前澤友作 スタートトゥデ
イ社長

アパレル専門店

猪子寿之 チームラボ代表 最先端コンテン
ツ

出雲充 ユーグレナ社長 高栄養食料

駒崎弘樹 フローレンス代
表

病児保育

山口絵理子 マザーハウス社
長

アパレル・バッ
グ

税所篤快 e−エデュケー
ション代表

途上国教育支援

岩瀬大輔 ライフネット生
命社長

生命保険

村上太一 リプセンス社長 求人広告

徳重徹 テラモーターズ
社長

電動バイク

岡崎富夢 innovation社長 木造屋上庭園

慎泰俊 リビング・イ
ン・ピース代表

マイクロファイ
ナンス

松田悠介 ティーチフォー
ジャパン代表

教育学習経営

太田彩子 ペレフェクト代
表

女子営業教育

守安功 DeNA社長 ゲーム、SNS

藤田晋 サイバーエー
ジェント社長

広告代理業務

さらに身近な例として福島高専の卒業生で起業

した女性を中心に、表2に示す起業家、または起業

家を指向している人に直接インタビューしてみ

た。起業に当たっての事業分野は、表1と同様に工

業化を推進する製造業ではなく、個人の資格を活

用するサービス業や情報通信の活用分野であるこ

とが分かる。

最近の大卒者の就活状況を見ていると、安定し

た大企業への就職希望者が圧倒的である。寄らば

大樹、長いものには巻かれろといった雰囲気が感

じられるが、このような性格はリースマンの分類

に従うと明らかに適応型である。その点起業家を

指向する人材はそのような適応型でないことは明

白である。そのような経緯を通じて、社会的事業

家やグローバル人材はリースマンの社会的性格に

おける自律型に関係付けられることを強く感じる

のである。

表2 インタビューした人たち

対象者 現職 事業分野

Aさん 起業家 コーヒー・紅茶などの
フェアトレード

Bさん 社労士 企業コンサルタント

Cさん イラスト
レータ

出版業界

Dさん 起業家 センサー活用コンテンツ
サービス

Eさん 起業家 観光・農業を中心とする
調査分析活動

Fさん 公認会計士 監査法人

3.6 自律型人材の系譜

リースマンの社会的性格に関する自律型性格

は、エーリッヒ・フロムの思想に端を発すると言

われる。フロムの著書としては、ナチスドイツの

ファシズムを分かりやすく分析した「自由からの

逃走」が有名である[16]。フロムはフロイドの精神

分析を通じてマルキシズムを解釈する社会思想を

背景に持つフランクフルト学派の一員である。マ

ルキシズムの立場では、存在が意識を規定するの

で人間が抱く思想の多くはイデオロギーとなる。

リースマンにおける適応型の社会的性格は将にそ

のカテゴリに属する。自律型はその束縛から逃れ

られる人間である。類似の主張を行う思想家とし

ては、カール・マンハイムが挙げられる。マンハ

イムは「イデオロギーとユートピア」という著書

が有名であるが、知識人（インテリゲンツィア）

は既存の社会の利害に立脚するイデオロギーから

独立し、将来の社会への展望を持たねばならない

と説く。その将来の社会の展望をユートピアと名

付けている。リースマンの自律型性格の原型は、

マンハイムが説く自由なインテリゲンツィアに相

当するものであろう[17]。

4. 地域コミュニティにおけるビジネス

チャンスと起業家

4.1 福島における起業の可能性

福島高専の関係者で文科省の科研費を頂き東北

地方の被災地の復興に貢献する女性起業家の育成

に関する研究を行っている。これまで福島高専の

卒業生の女性起業家を中心にインタビューを行い
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モチベーション、習得スキル、起業までの経緯な

どを照査した。表2はその結果である。Dさんを除

くと福島高専コミュニケーション科学科の卒業生

である。

地域における起業は、表1、表2の事業分野から

推察すると、サービス業にフォーカスするのが妥

当であろう。製造業系の大企業が原材料の入手や

マーケットの関係で地域に工場を建設したり分社

した事業部を運営するような場合もあるかもしれ

ないが、起業家の努力ではなく、大企業の方針、

政党や地方自治体の政策のような別の力学が要因

にならざるを得ない。

4.2 交通・観光分野の検討

福島における新規事業の可能性を探るために、

企業訪問も試みている。地域の新規事業として

は、観光、農業などの可能性が指摘されるが、先

日いわき市のタクシー企業を訪問し、社長さんか

ら起業の経緯や運営の苦労などをお伺いすると共

に、今後の観光事業の可能性などについてもお話

を伺った。この会社はタクシーだけでなく、バス

による公共交通も運営しているとのこと。観光バ

スの運用などは、狭いいわき市だけでは事業にな

らず、福島県内であれば会津のような観光地、さ

らに都心や成田空港のような首都圏との連携、さ

らには磐越道を活用して新潟と連携するような企

画が必要とのことであった。

4.3 放射能除染の確認

福島原発による放射線汚染は福島の関係地域に

とっては長期に渡る深刻な問題をもたらしている

が、放射線に起因する社会的ニーズも顕在化して

いる。原発の20Km圏内が汚染地区として立ち入り

が禁止されているが、その外側では除染が進み、

線量は生活に支障のない程度に低下している。し

かし天候の状況によってはホットスポットが発生

する可能性もあるし、原発の放射能漏れの可能性

などもあり得るので、住民自ら自分の家の周囲や

近郊の放射線を自主的に測定するニーズが存在す

るとのこと。そのような背景から、GPSを用いて

歩行しながら実時間で線量を測定するシステムが

開発されている。さらに山林や建物の内部、近辺

などで、GPSに依存しないで正確な場所の線量を

測定するニーズが顕在化している。そのような

ニーズに対する解決策もビジネスになり得ると考

えられる。図2は、最近観測されたホットスポット

の例である[18]。

図2 福島県広野町広野幼稚園付近における放射線量の測定結果

4.4 林業分野の新規事業

いわき周辺は、豊富な森林資源に恵まれてい

る。そのため、林業関連の起業もあり得るのでは

ないかと思い、植林製材業、材木加工業の経営者

を訪問しインタビューした。植林製材業は、輸入

木材の低価格化により国内の材木活用という面で

はビジネスモデル的に難しい分野で関係者が減少

している。しかし円安の影響などもあり、輸入木

材の低価格化も治まったので、今後は国産木材を

活用するビジネスの可能性が生じつつある。とは

言え、木造の建物はコンクリートやプレハブの建

材に比べるとどうしても価格が高い。そのため、

適用分野は住みやすさ、生活し易さを主張できる

分野にフォーカスされ、当面は公共施設や教育施

設などに限られてしまう。家具や生活調度品への

木材活用も可能性はあるが、その多くは加工木材

が用いられており、限られた高級品の分野しか市

場は望めない。他方端材の活用やバイオマス燃料

のようなオプショナルな分野の新規事業の可能性
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が注目されており、別の事業分野に木材の知識を

生かすような起業の可能性が期待できるとのこと

であった。

その一例として、割り箸を対象にした専業の起

業家とインタビューする機会を持った。起業家の

社長さんは神奈川の人で脱サラして起業したとの

こと。祖先がいわきに山林を所有しており、幼い

頃の想いでからその資源の活用と社会貢献を目指

して起業したとのことである。山間の川辺に掘っ

立て小屋のようなオフィスと工場を持って、種々

のアイデアで割り箸を商品化している姿に感心さ

せられた。最近は割り箸だけでなく、木目のまま

の鉛筆や、端材を生かした寝具なども商品化を検

討されている。ユニークな発想力と社会貢献への

意志を感じる興味深い起業家である。

4.5 地域起業におけるITの活用

このような地域の起業にとって、IT（情報技

術）の活用は今後避けて通れない課題である。表2

のDさんはハユード・チーラさんというハンガリー

のITwareという企業で日本法人の設立を担当して

いる女性起業家であるが、ITwareはFBトライアン

グルという日本の企業と協力してKojimoriという

製品を提供している。この製品はセンサー技術を

用いるM2MやIoTという分野のフレームワークを

サポートしており、農業、酒蔵事業、温泉観光な

どの地域の起業との整合性が良い。Kojoimoriにつ

いては先の和歌山での研究会でそのアウトライン

を紹介したが[19]、本セッションにおいてはさらに

具体的な内容を紹介する[20]。

5. 異文化コミュニケーション学会

5.1 参加の経緯

今後の社会構築のために、自律型のグローバル

人材を育成することが重要な課題になる。そのよ

うな観点でアカデミックな世界を見回すとそのよ

うなグループは現状では少数派でしかないよう

だ。2年前から社会的人材育成の関係で異文化コ

ミュニケーション学会に所属している。異文化コ

ミュニケーション学会は、国際的な学会である

SIETAR（Society for Intercultural Education

Training and Research）の日本支部という位置づ

けになっている。そのために英語名称は SIETAR

Japanである。一昨年の年次大会で福島高専の西口

先生との連名で研究報告を投稿したが、その際に

連名者も学会に参加することを要請された。その

ような経緯で異文化コミュニケーション学会に参

加することになった。年次大会の懇親会に参加し

て会長である桜美林大学の浅井教授をはじめとす

るコアのメンバーの方々と知り合い、さらにその

後種々の会合に参加するようになった。その活動

のエピソードを以下に若干紹介する。

5.2 LiDiの活動

LiDiは、LivingwithinDiversityの略で、マイノ

リティグループとの共存に取り組む良心的な活動

組織である。昨年9月の年次大会におけるプレコン

ファレンス活動で、東京朝鮮第二初級学校を見学

する機会があり、それに参加したのが発端であ

る。在日韓国人、朝鮮人へのヘイトスピーチを非

難する世論があるが、その実態については殆ど知

らないので、その状況について具体的に知りたい

と感じていた。その感想については別の資料[21]に

書いたが、分断国家である隣国の状況についての

歴史を日本人が知らない状況に問題を感じさせら

れた。今年の3月には、ブラジル人二世や三世への

初等中等教育を行っている大垣のHIRO学園を訪問

見学する機会があり参加した。過去の歴史的背景

を持つ韓国・朝鮮の状況とは異なるが、日本で働

くブラジル人の子弟の教育問題を通じて日本にお

けるマイノリティの問題についての認識不足を痛

感させられた。画像電子学会や情報処理学会では

殆ど話題として取りあげられることのない多様な

マイノリティの問題が我々の周囲には存在してお

り、このような分野の問題を解決したり解決を支

援する道具としてITが活用される機会が存在する

のである。

5.3 CCDの活動

CCDは、Co−Crative Dialogueの略で、創造的

な対話を実現するための方法論を研究するグルー

プである。ハイゼンベルグの不確定性理論に批判

的な立場で量子論を構築したD・ボーム[22]が晩年

に考案した方法論[23]に基づき、隠喩（メタ

ファー）による描画を用いてコミュニケーション

を図ることを目指す。描画自体よりも描画のため

のビジョンを創造することが重要な意味を持つと

思われる。ビジョンは、将来のあるべき自分を意

味するが、そこに至るプロセスも重要で描画の対

象となる。個々人の描画をグループ内で議論し、

互いにコメントすることにより新たな認識を得て

それを生き方に反映することが趣旨のようであ

る。なお異文化のグループを想定するので議論は

英語で行われている。技術分野でない政治、経

済、教育、心理など一般的な生活や多様な社会に

関わる分野が議論の対象になるので、エンジニア

にとっては厳しい場面もある。

5.4 リトリート

リトリート（retreat）は、英語の辞書を引くと

退却や隠遁というような意味であるが、修養、黙

想というような意味もある。欧米のキリスト教文
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化圏では、熱心なキリスト教信徒が短期間修道院

などで錬成する習慣があり、それをリトリートと

呼んでいる。SIETARもその習慣を引き継いでいる

ようで、合宿形式の研究会を制度化しているよう

である。昨年の11月に伊豆高原の桜美林大学の宿

泊施設で開催されたリトリートに参加した。技術

系の参加者は私だけのようであったが、存在をア

ピールするために私の持論である情報メディアの

対称性に関する話題を提供した[24]。この話題提供

は、文系の人たちに文字、図形、画像、映像と

いった情報メディアの人間側の歴史とコンピュー

タ側の歴史の対称性について知ってもらうと共

に、コミュニケーション・メディアとしての利害

得失を考えてもらいたいという期待があった。先

に述べたCCDにおける隠喩描画などの議論でかな

り参考になり得ると考えたからである。懇親会で

は、文系の先生方や若い学生さんと議論する機会

があり、技術系の人たちとは異質な刺激を受け

た。このような合宿形式の研究会は、工学系の学

会ではあまり取り組まれていないが、本音で議論

するためには非常に有効な方式であることを感じ

た。

5.5 SIETAR Europa 2015 Congress

昨年のSIETARJapan年次大会の発表内容[25]を

SIETAR Europa 2015 Congressに応募したところ

採録されたので発表することになった[26]。SIE-

TAR Europa Congressについては、そのホーム

ページで紹介されているアブストラクトを参照

し、全体の動向を把握すると共に、個別の興味あ

る報告に接することができた。その内容について

は、本セッションで芥川先生にご紹介いただく予

定である[27]。

6. 考察

6.1 SIETAR Europaからの示唆

2015Congressの紹介ホームページから感じられ

たSIETAREuropaの動向として強く印象付けられ

たのは、インターネットによるデジタルネット

ワーク技術がもたらす新たなコミュニケーション

形態のインパクトと、多国籍企業を中心とする、

異文化の企業人を組織人として活用する経営手法

に関するものであった。この両者は、SIETARJa-

panではあまり取り組まれていないテーマと感じ

る。

6.2 異文化コミュニケーション領域における

新分野

デジタルネットワークによるコミュニケーショ

ン技術、企業における経営情報の管理は、この20

年間にわたり情報処理学会のデジタルドキュメン

ト研究会が追求してきたテーマであった。前者に

ついては、Webを通じたネットワーク、データベー

ス、ドキュメントの一元化が技術基盤としての帰

結であり、XML、HTML、SGMLといったマーク

アップ言語がその標準的な枠組みの形成のために

貢献した。後者については、LANによる企業ネッ

トワークの形成とWebによるポータルサイト化、

ワークフロー管理を通じた企業データベースとド

キュメント管理の一元化による企業組織管理、そ

のようなパッケージとしてのERP（Enterprise

ResourcePlanning）やSFA（SalesForceAutoma-

tion）、さらに製造業の場合はFA（Factory Au-

tomation）やPDM（ProductDataManagement）

といった形式で、情報技術の導入が進められた。

経営管理については、1970年代のメインフレーム

コンピュータによるMIS（Management Informa-

tion System）、1980年代のミニコンやオフコンに

よるDSS（Decision Support System）、1990年代

のワークステーションによるSIS（StrategicInfor-

mation System）、2000年以降のWebとXMLによ

るXBRL（eXtensible Business Reporting Sys-

tem）と系統的な進展があり、そのようなコン

ピュータ遺産を異文化コミュニケーションに活用

することが課題になっていると言える。なお異文

化コミュニケーション領域は、従来の文化系に属

する分野であり、心理学、教育学、文化人類学な

どの学際的な分野である。これらの分野は、計算

機科学分野における認知心理学、ヒューマンイン

タフェース、人工知能、Eラーニングといった分野

に関係するので、異文化コミュニケーションとい

うキーワードをコアに新たな学際的な分野が形成

されることになるのではないかと思われる。

6.3 異文化コミュニケーション学会と画像電

子学会のコラボレーション

異文化コミュニケーション学会と画像電子学会

とのコラボレーションを通じて、互いの研究領域

の拡大を計る可能性はないだろうか。実はそのア

イデアを昨年から抱いており、双方の学会の関係

者に打診して検討を試みている。そのような経緯

から、昨年の12月に画像電子学会の小町会長と異

文化コミュニケーション学会の浅井会長に直接に

会って頂いて懇談の機会を持った。

画像電子学会からは、小町会長と事務局の関沢

さん、異文化コミュニケーション学会からは浅井

会長と会員募集担当の青山学院大学の勝又先生に

参加していただいた。取りあえずの情報交換が主

であったが、小町先生からは標準化人材の育成に

関するテーマがあるのでその関係でのコラボレー

ションの可能性を話していただいた。異文化コ
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ミュニケーション学会からは、最新のデジタル

ネットワーク技術がコミュニケーションに果たす

役割の重要性については認識しているので、交流

は薦めたいところであるが、技術のバックグラウ

ンドが乏しいので徐々に時間をかけて取り組みた

いという考えが述べられた。

7. おわりに

以上、本企画セッションの趣旨に関係する情報

や私どもによってなされた検討結果などを紹介

し、画像電子学会と異文化コミュニケーション学

会との相互の関連領域における新分野への可能性

を提案した。そのような分野として、とりあえず

多国籍企業のような複数文化を背景とする組織へ

のデジタルネットワークによるコミュニケーショ

ン技術、組織運営への適用などの学際的な研究分

野の可能性が考えられるであろう。さらに長期的

な視点では異文化の成員から構成される組織にお

ける多様で自由な組織文化、そのような異文化的

背景でのグローバル人材の育成、グローバル新規

事業の可能性などが期待されると考えられる。
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